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二
〇
一
五
年
一
二
月
に
採
択
さ
れ
た
「
パ
リ
協
定
」
は
、
二
〇
年

以
降
に
地
球
温
暖
化
・
気
候
変
動
に
対
し
て
加
盟
国
が
一
致
団
結
し

て
対
処
す
る
た
め
の
国
連
指
針
で
あ
り
、
国
連
気
候
変
動
交
渉
に
お

け
る
歴
史
的
な
合
意
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
・
ト
ラ
ン
プ
前

政
権
が
パ
リ
協
定
脱
退
を
宣
言
す
る
な
ど
消
極
的
な
立
場
に
転
じ
て

一
時
足
並
み
が
乱
れ
は
し
た
も
の
の
、
本
来
で
あ
れ
ば
昨
年
は
、
世

界
各
国
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
分
野
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や

挑
戦
に
取
り
組
む
重
要
な
節
目
の
年
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
世
界
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
そ
れ
ま
で
誰
も
が
予
想
し

て
い
な
か
っ
た
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
二
〇
年
一
月
、
中
国
・
武
漢

で
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
皮
切
り
に
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
全
世
界
を
翻
弄
し
て
一
年
以
上
が
過

ぎ
た
が
、
終
息
の
気
配
は
い
ま
だ
見
え
て
こ
な
い
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
パ
リ
協
定
が
忘
れ
去
ら
れ
た
か
と

い
う
と
全
く
そ
う
で
は
な
く
、
逆
に
各
国
は
コ
ロ
ナ
後
の
経
済
回
復

の
柱
と
し
て
環
境
負
担
を
低
く
抑
え
込
む
方
策
を
次
々
と
打
ち
出
し

て
お
り
、
そ
の
勢
い
は
む
し
ろ
強
ま
っ
て
い
る
。
欧
州
は
二
〇
年
六

月
「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
グ
リ
ー
ン
・
デ
ィ
ー
ル
」
を
正
式
に
発
表
し

た
が
、
こ
れ
は
一
九
年
に
宣
言
し
た
「
二
〇
五
〇
年
ま
で
の
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

2
）
実
質
ゼ
ロ
排
出
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）」

を
再
確
認
し
、
経
済
復
興
に
向
け
て
取
り
組
み
な
が
ら
気
候
変
動
に

対
応
す
る
意
欲
を
見
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
世
界
最
大
の
温

ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所 

海
外
研
究
員

鄭 

方

バ
イ
デ
ン
新
政
権
の
環
境
問
題
へ
の
積
極
的
関
与
の
も
と
、

気
候
変
動
問
題
は
再
び
、
国
際
政
治
の
表
舞
台
に
躍
り
出
た
。

各
国
は
二
〇
五
〇
年
削
減
目
標
と
三
〇
年
中
間
目
標
を
競
い
、

中
国
の
グ
リ
ー
ン
技
術
の
著
し
い
伸
び
が
注
目
さ
れ
る
。

世
界
の
環
境
技
術
、
産
業
構
造
の
地
殻
変
動
は
起
こ
る
か
。

チ
ェ
ン　

フ
ァ
ン
テ
ィ
ン　

台
湾
大
学
卒
、

東
京
大
学
法
学
政
治
学
研
究
科
博
士
課
程

修
了
。
博
士
（
法
学
）。
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
研
究
員
を
経
て
、
現
在
は
台
湾
に
滞
在
。

専
門
は
国
際
関
係
論
、
国
際
政
治
学
、
地

球
環
境
問
題
、グ
ロ
ー
バ
ル・ガ
バ
ナ
ン
ス
論
。

著
書
に
『
京
都
議
定
書
後
の
日
本
環
境
外

交
』『
重
複
レ
ジ
ー
ム
と
気
候
変
動
交
渉 

米

中
対
立
か
ら
協
調
、そ
し
て「
パ
リ
協
定
」へ
』

な
ど
。

対
米
外
交
を
に
ら
む

中
国
Ｃ
Ｏ
2
排
出
削
減
の
積
極
政
策
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室
効
果
ガ
ス
排
出
国
で
あ
る
中
国
（
図
１
）
も
九
月
、「
二
〇
三
〇

年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ

2

総
排
出
量
を
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
さ
せ
、六
〇
年
に
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
努
め
る
」
と
い
う
新
た
な
約
束
を
表

明
し
た
。
他
に
も
日
本
、
韓
国
を
含
め
世
界
で
一
二
七
ヵ
国
以
上
が

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
目
標
を
表
明
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
気
候
変
動
対
策
を
テ
ー
マ
と

す
る
国
際
会
合
が
相
次
い
で
い
る
。
三
月
二
三
日
に
は
中
国
、Ｅ
Ｕ
、

カ
ナ
ダ
が
「
第
五
回
気
候
行
動
の
た
め
の
閣
僚
級
会
合
」
を
開
催
し
、

三
一
日
に
は
次
期
国
連
気
候
変
動
会
議
の
ホ
ス
ト
国
で
あ
る
イ
ギ
リ

ス
が
「
気
候
と
開
発
サ
ミ
ッ
ト
」
を
主
催
し
、
三
〇
ヵ
国
以
上
が
参

加
し
た
。
四
月
一
六
日
に
は
中
国
、フ
ラ
ン
ス
、ド
イ
ツ
に
よ
る
「
中

欧
三
ヵ
国
気
候
サ
ミ
ッ
ト
」、
二
二
日
に
は
ア
メ
リ
カ
主
催
で
四
〇

ヵ
国
以
上
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
す
る
「
気
候
に
関
す
る
首
脳
サ

ミ
ッ
ト
」
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
過
去
数
年
間
停
滞
し
て
い
た
気

候
変
動
交
渉
は
い
ま
、
国
際
政
治
に
お
け
る
主
要
な
テ
ー
マ
の
筆
頭

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
、活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

交
渉
で
の
主
導
権
奪
回
を
図
る
ア
メ
リ
カ

　

二
〇
一
七
年
六
月
、
ア
メ
リ
カ
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
前
大
統

領
は
就
任
早
々
パ
リ
協
定
か
ら
の
離
脱
を
宣
言
し
た
。
一
九
年
一
一

月
の
国
連
へ
の
正
式
な
通
告
を
経
て
一
年
後
の
二
〇
年
一
一
月
に
離

脱
が
完
了
し
た
が
、
排
出
大
国
の
一
員
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
実
質
的

な
不
在
に
よ
っ
て
国
家
間
交
渉
が
事
実
上
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

で
、
パ
リ
協
定
の
細
則
に
関
す
る
交
渉
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
大
統
領
選
挙
期
間
中
か
ら
気
候
変
動
対
策
へ
の
注

力
を
公
約
に
掲
げ
て
い
た
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
氏
は
、
大
統
領
就
任

初
日
に
パ
リ
協
定
へ
の
復
帰
を
指
示
す
る
大
統
領
令
に
署
名
す
る
な

ど
、
気
候
変
動
対
策
を
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
と
並
列
し
て
政
権
の
優
先

事
項
と
す
る
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
お
り
、
気
候
変
動
対
策
で

ア
メ
リ
カ
の
国
際
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
戻
す
と
い
う
意
思
は

明
白
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
バ
イ
デ
ン
新
大
統
領
は
就
任
か
ら
わ

ず
か
三
ヵ
月
後
に
気
候
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
、
競
争
相
手
の
中
国
・

Global Carbon Project データより筆者作成。
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習
近
平
国
家
主
席
お
よ
び
ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
大
統
領
ま
で
招
待
す

る
な
ど
、
そ
の
意
欲
は
依
然
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
ア
メ
リ
カ
主
催
の
気
候
サ
ミ
ッ
ト
が
四
月
二
二
日
に
開
幕
す

る
の
を
控
え
、
い
く
つ
も
の
地
な
ら
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に

一
五
日
に
は
前
国
務
長
官
の
ジ
ョ
ン
・
ケ
リ
ー
気
候
変
動
担
当
大
統

領
特
使
が
訪
中
し
、
上
海
で
解
振
華
・
気
候
変
動
問
題
担
当
特
使
と

面
会
し
て
お
り
、米
中
対
立
が
激
し
さ
を
増
す
な
か
で
は
あ
っ
た
が
、

気
候
変
動
協
力
に
関
す
る
米
中
共
同
声
明
の
発
表
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

ま
た
、
こ
の
気
候
サ
ミ
ッ
ト
を
前
に
、
主
要
国
は
相
次
い
で
新
た

な
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を
発
表
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
二
〇
五

〇
年
を
期
限
と
す
る
削
減
目
標
に
関
し
て
、
三
〇
年
時
点
で
の
中
間

削
減
目
標
の
引
き
上
げ
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
は
一
九
九
〇
年
比
五
五
％
削

減
に
更
新
し
た
上
、「
気
候
法
」で
法
制
化
し
法
的
根
拠
を
持
た
せ
る
。

イ
ギ
リ
ス
は
同
じ
く
一
九
九
〇
年
比
で
二
〇
三
五
年
ま
で
に
七
八
％

削
減
、
日
本
も
二
〇
一
三
年
比
で
四
六
％
削
減
を
約
束
し
た
。
そ

し
て
ア
メ
リ
カ
も
、
オ
バ
マ
政
権
以
来
の
削
減
目
標
を
引
き
上
げ
、

二
〇
〇
五
年
比
で
五
〇
～
五
二
％
削
減
を
サ
ミ
ッ
ト
開
催
前
に
表
明

し
、
国
際
社
会
の
結
束
を
強
め
よ
う
と
し
た
。

　

一
方
で
、
中
国
が
参
加
す
る
か
ど
う
か
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た

が
、
実
際
の
気
候
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
習
近
平
国
家
主
席
が
ホ
ス
ト
国

ア
メ
リ
カ
の
ハ
リ
ス
副
大
統
領
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
、
そ
し
て
国
連

事
務
総
長
に
続
い
て
登
壇
し
た
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
就
任
以
降
、
こ

の
気
候
サ
ミ
ッ
ト
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
あ
る
が
米
中
両
国
の
ト
ッ

プ
同
士
が
初
め
て
参
加
す
る
会
合
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
対
立
が
激
化
の
一
途
を
た
ど
る
米
中
関
係
が
、
気
候
変

動
対
策
で
即
座
に
修
復
さ
れ
る
は
ず
も
な
い
。
前
述
の
ケ
リ
ー
特
使

の
上
海
訪
問
に
際
し
て
開
か
れ
た
中
欧
三
ヵ
国
気
候
サ
ミ
ッ
ト
で

は
、習
近
平
氏
が
、「
気
候
変
動
へ
の
対
応
は
、地
政
学
的
な
切
り
札
、

他
国
を
攻
撃
す
る
標
的
、
そ
し
て
貿
易
障
壁
の
口
実
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」
と
述
べ
て
米
欧
の
思
惑
を
示
唆
す
る
と
同
時
に
、
ア
メ
リ

カ
に
対
し
て
中
国
・
欧
州
間
協
力
を
誇
示
し
た
。
ま
た
、
中
国
政
府

が
リ
リ
ー
ス
し
た
気
候
サ
ミ
ッ
ト
の
講
演
全
文
の
中
に
は
、
習
主
席

の
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
た
め
国
連
の
下
で
行
動
す
べ
き
で

あ
り
、
約
束
を
守
っ
て
非
難
し
合
わ
ず
、
信
用
を
重
ん
じ
、
約
束
を

守
っ
て
朝
令
暮
改
の
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
の
発
言
が
含
ま
れ

て
お
り
、
直
接
ア
メ
リ
カ
を
名
指
し
こ
そ
し
て
い
な
い
が
、
暗
に
批

判
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

気
候
サ
ミ
ッ
ト
は
二
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
気
候
変
動
関
連

の
金
融
、
イ
ン
フ
ラ
投
資
、
安
全
保
障
、
技
術
革
新
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
テ
ー
マ
が
ア
メ
リ
カ
側
の
閣
僚
と
各
国
首
脳
、
多
分
野
の
リ
ー

ダ
ー
に
よ
っ
て
議
論
さ
れ
た
が
、
中
国
か
ら
の
登
壇
者
は
習
近
平
主

席
だ
け
で
あ
っ
た
。
過
去
四
年
以
上
停
滞
し
て
い
た
米
中
気
候
協
力
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を
た
っ
た
一
度
の
サ
ミ
ッ
ト
開
催
で
打
開
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

く
、
今
後
両
国
の
継
続
的
な
歩
み
寄
り
が
望
ま
れ
る
。

中
国
の
Ｃ
Ｏ
2
削
減
目
標
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に

　

中
国
が
掲
げ
た
二
酸
化
炭
素
排
出
に
関
す
る
「
二
〇
三
〇
年
ピ
ー

ク
ア
ウ
ト
、
六
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ

る
「
三
〇
・
六
〇
目
標
」
の
実
現
に
は
、
想
像
以
上
に
厳
格
な
削
減

行
動
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
二
〇
三
〇
年
に
全
体
の
排
出
量
が

ピ
ー
ク
に
達
し
た
後
、
次
の
三
〇
年
間
で
そ
れ
を
実
質
ゼ
ロ
に
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

パ
リ
協
定
採
択
に
向
け
た
過
程
を
経
て
、
中
国
の
気
候
変
動
へ
の

対
応
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
以
前
は
単
に
国

際
交
渉
で
先
進
国
と
の
応
酬
に
用
い
ら
れ
る
外
交
カ
ー
ド
だ
っ
た

が
、
今
で
は
国
内
の
経
済
開
発
モ
デ
ル
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
ほ
ど

で
あ
る
。経
済
開
発
の
方
針
を
定
め
る
第
一
二
次（
一
一
～
一
五
年
）、

第
一
三
次
（
一
六
～
二
〇
年
）
五
ヵ
年
計
画
に
は
、
一
部
地
域
で

の
二
酸
化
炭
素
排
出
取
引
制
度
（
Ｅ
Ｔ
Ｓ
：Em

issions T
rading 

Schem
e

）
導
入
、
従
来
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
向
上
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
拡
大
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
非
常
に
重
要
な
位
置

付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

中
国
が
排
出
削
減
に
関
し
て
積
極
的
な
姿
勢
に
転
じ
た
理
由
は
い

く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
つ
は
外
圧
で
あ
る
。
排
出
量
が
著

し
く
増
加
し
て
き
た
た
め
に
、
一
九
九
七
年
の
京
都
議
定
書
の
採
択

以
降
は
常
に
、
先
進
諸
国
を
は
じ
め
と
す
る
国
外
か
ら
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。
当
初
こ
れ
に
反
発
し
、
発
展
途
上
国

と
い
う
立
場
で
自
国
の
利
益
を
守
る
姿
勢
に
徹
し
て
い
た
中
国
だ

が
、
次
第
に
圧
力
に
対
応
す
る
形
で
、
途
上
国
と
い
う
立
場
は
維
持

し
つ
つ
も
、
排
出
削
減
に
対
し
て
柔
軟
な
姿
勢
に
転
じ
て
い
っ
た
。

一
五
年
パ
リ
協
定
の
採
択
に
お
い
て
は
国
連
交
渉
で
ア
メ
リ
カ
と
と

も
に
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
な
ど
、
存
在
感
を
示
し
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
。

　

ま
た
国
内
の
環
境
汚
染
問
題
も
重
要
な
要
因
で
あ
る
。
化
石
燃
料

の
発
電
効
率
が
改
善
し
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
普
及
す
る
こ
と

は
、
排
出
削
減
だ
け
で
な
く
、
中
国
で
非
常
に
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て

い
る
大
気
汚
染
の
改
善
に
も
つ
な
が
る
。
例
え
ば
Ｅ
Ｔ
Ｓ
は
、
企
業
に

削
減
行
動
を
促
す
強
力
な
ツ
ー
ル
と
し
て
段
階
的
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
お
り
、
大
気
汚
染
を
主
と
し
た
環
境
問
題
へ
の
対
応
に
も
な
る
。

　

経
済
成
長
の
起
爆
剤
と
し
て
の
位
置
付
け
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ

る
。「
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
経
済
開

発
モ
デ
ル
が
世
界
各
地
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
な
か
で
、
主
要
産
業
分

野
で
の
低
炭
素
・
脱
炭
素
化
で
後
れ
を
取
る
こ
と
は
、
確
実
に
国
際

的
な
競
争
力
の
低
下
を
招
く
だ
ろ
う
。
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第
一
四
次
五
ヵ
年
計
画
（
一
四
・
五
計
画
、
二
〇
二
一
～
二
五
年
）

に
は
、
正
式
に
「
三
〇
・
六
〇
目
標
」
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
今

後
増
え
続
け
る
総
排
出
量
を
二
〇
三
〇
年
で
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
さ
せ

る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
意
欲
的
で
拘
束
力
の
あ
る
数
値
目

標
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
当
た
り
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
」
と
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
当
た
り
の
Ｃ
Ｏ

2

排
出
量
」
を
そ
れ
ぞ

れ
一
三
・
五
％
と
一
八
％
削
減
す
る
一
方
で
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収

量
向
上
の
た
め
、
全
国
の
森
林
被
覆
率
を
現
在
の
二
三
・
二
％
か
ら

二
四
・
一
％
に
上
昇
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
表
１
）。

　

ま
た
「
一
四
・
五
計
画
」
に
は
、
原
子
力
発
電
、
天
然
ガ
ス
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
低
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
全
か
つ
高
効
率

的
な
利
用
、
工
業
・
建
築
・
交
通
部
門
の
低
炭
素
化
、
温
室
効
果
ガ

ス
係
数
の
高
い
メ
タ
ン
（
Ｃ
Ｈ

4
）、
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン

（
Ｈ
Ｆ
Ｃ
）、
パ
ー
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
（
Ｐ
Ｆ
Ｃ
）
の
排
出
抑
制
も

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

中
国
で
は
排
出
量
削
減
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
削
減
能
力
の
あ
る

地
域
や
排
出
量
の
大
き
な
産
業
、
個
別
企
業
な
ど
か
ら
、
総
排
出
量

の
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
を
先
行
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

鉄
鋼
、
セ
メ
ン
ト
、
ガ
ラ
ス
産
業
に
対
し
て
は
、
一
八
年
以
降
に
生

産
能
力
を
抑
え
る
た
め
の
「
産
能
置
換
実
施
弁
法
」
が
発
令
さ
れ
て

お
り
、
産
業
別
ま
た
は
地
域
別
に
、
生
産
能
力
の
新
規
増
加
や
閉
鎖
・

 

表１　「14・5計画」を含む中国の主要な気候変動対策

中国第14次五ヵ年計画などを参照して筆者作成。

  

分野 内容 数値目標

化石燃料 ・GDP当たりのエネルギー消費
・GDP当たりのCO2排出量
・森林被覆率の引き上げ
・CH4、HFC、PFCの積極的な抑制 

・13.5%削減
・18%削減
・24.1% 

高排出産業 ・鉄鋼、セメント、ガラス産業の生産能力を抑制
・工業、建築、交通運輸部門の低炭素化 

・産業別・地域別に産能の新規増加と
   閉鎖・撤退間の割合を定める

ETS ・北京、天津、上海、深圳、広東、湖北、
  重慶、福建、四川で地域ETSが 2013年
  以降運営開始
・全国版ETSが 2018年以降運営開始

・全国版ETSの対象がエネルギーから
　鉄鋼、セメント、化工、電解アルミ
　ニウム、製紙などまで含められる

再生可能
エネルギー 

・太陽光、風力、天然ガスを拡大
・風力発電を拡大：「北京風能宣言」
・原子力発電所を積極的に建設 

・風力の全体発電装置容量：
  2030年まで800GW
  2060年まで3000GW

金融 ・公的資金以外に、民間資金を積極的投入
・金融機関が受ける気候変動リスクを評価 

・2030年まで毎年2.2 兆人民元
・2060年まで毎年3.9 兆人民元
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撤
退
の
割
合
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
一
三
年
以
降
、
個
別
企
業

な
ど
の
排
出
削
減
努
力
を
促
す
有
効
な
政
策
手
法
と
し
て
Ｅ
Ｔ
Ｓ
が

中
国
の
各
地
で
実
験
的
に
導
入
さ
れ
た
。
世
界
最
大
規
模
と
な
る
全

国
版
の
Ｅ
Ｔ
Ｓ
は
一
八
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
規
制
対
象
と
な
る
排
出

事
業
者
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
発
電
）
分
野
に
限
定
し
て
い
る
が
、
今
後

は
鉄
鋼
、
セ
メ
ン
ト
、
化
学
工
業
、
電
解
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
製
紙
な

ど
高
排
出
産
業
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
が
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
推
進
さ
れ
る
ほ
か
、
太
陽
光
、
風
力
の
拡
大
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
二
〇
年
一
〇
月
に
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
達
成
を
視
野
に
、
四
〇
〇
以
上
の
風
力
発
電
関
係
企
業
に

よ
っ
て
「
風
能
北
京
宣
言
」
が
発
表
さ
れ
、
あ
る
目
標
が
定
め
ら
れ

た
。
そ
れ
は
、「
一
四
・
五
計
画
」
期
間
内
、
つ
ま
り
二
五
年
ま
で
毎

年
、
発
電
設
備
容
量
で
五
〇
ギ
ガ
ワ
ッ
ト
（
Ｇ
Ｗ
）
を
新
規
に
設
置

し
、
二
五
年
以
降
は
内
地
（
内
モ
ン
ゴ
ル
、
新
疆
、
甘
粛
な
ど
）
で

毎
年
少
な
く
と
も
六
〇
Ｇ
Ｗ
以
上
の
新
規
設
置
を
目
指
す
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
業
界
で
は
こ
の
目
標
を
達
成
し
、
さ
ら
に
中
国
国
内

に
お
け
る
風
力
発
電
全
体
の
発
電
設
備
容
量
を
三
〇
年
ま
で
に
少
な

く
と
も
八
〇
〇
Ｇ
Ｗ
、
六
〇
年
に
は
少
な
く
と
も
三
〇
〇
〇
Ｇ
Ｗ
に

し
た
い
と
い
う
野
心
も
見
せ
て
い
る
。

　

風
力
発
電
を
は
じ
め
と
す
る
低
炭
素
・
脱
炭
素
関
連
分
野
の
成
長

が
予
想
さ
れ
る
中
、
金
融
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
は
欠
か
せ
な
い
。
中

国
人
民
銀
行
に
よ
れ
ば
、「
三
〇
・
六
〇
目
標
」
を
達
成
す
る
に
は
、

二
〇
三
〇
年
ま
で
毎
年
二
・
二
兆
人
民
元
（
約
三
六
・
九
兆
日
本
円
）、

六
〇
年
ま
で
毎
年
三
・
九
兆
人
民
元
（
約
六
五
・
四
兆
日
本
円
）
を
投

じ
る
必
要
が
あ
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公
的
資
金
の
み

な
ら
ず
、
民
間
に
よ
る
積
極
的
な
融
資
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
中

国
政
府
は
、
金
融
機
関
が
融
資
に
関
わ
る
気
候
変
動
リ
ス
ク
を
適
切

に
把
握
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
低
炭
素
・
脱
炭
素
関
連

分
野
に
十
分
な
資
金
を
供
給
す
る
方
針
で
あ
る
。

低
炭
素
開
発
を
競
う
米
中
と
日
本
外
交

　

気
候
サ
ミ
ッ
ト
を
控
え
た
四
月
、
米
国
の
ケ
リ
ー
特
使
が
中
国
訪

問
を
終
え
た
段
階
で
、
米
中
両
国
は
「
気
候
変
動
危
機
対
応
の
た
め

の
共
同
声
明
」
を
出
し
、「
途
上
国
が
排
出
量
の
多
い
化
石
エ
ネ
ル

ギ
ー
か
ら
低
炭
素
及
び
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
移
行
す
る
た
め
の

支
援
と
し
て
、
国
際
投
資
と
資
金
調
達
を
可
能
な
限
り
拡
大
で
き
る

よ
う
、
適
切
な
行
動
を
と
る
」
と
足
並
み
を
揃
え
た
。

　

し
か
し
そ
の
裏
で
、
ア
メ
リ
カ
は
低
炭
素
分
野
に
お
い
て
中
国
と

の
競
争
を
強
く
意
識
し
て
い
る
。
気
候
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
控
え
て
講

演
し
た
ト
ニ
ー
・
ブ
リ
ン
ケ
ン
米
国
務
長
官
は
、「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
革
命
を
主
導
で
き
な
い
場
合
、
ア
メ
リ
カ
が
中
国
と
の
長
期
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的
な
戦
略
的
競
争
に
勝
つ
こ
と
は
想
像
し
に
く
い
」と
訴
え
、「
い
ま
、

私
た
ち
は
遅
れ
て
い
る
。
追
い
つ
か
な
け
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
私
た

ち
の
利
益
と
価
値
観
を
反
映
し
た
方
法
で
世
界
の
気
候
の
未
来
を
形

作
る
機
会
を
逃
し
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
無
数
の
仕
事
を
失
う
こ
と
に

な
る
」
と
述
べ
た
。
長
官
の
発
言
は
気
候
変
動
対
策
で
雇
用
を
生
み

出
す
と
同
時
に
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
で
主
導
権
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る

米
国
の
姿
勢
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
気
候
変
動
対
策
お
よ

び
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
分
野
で
の
国
内
支
持
を
求
め
る
意
図
が
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
が
こ
の
よ
う
な
危
機
感
を
示
し
た
の
に
は
理
由
が
あ

る
。
例
え
ば
、
世
界
全
体
に
流
通
す
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
六
割
は
現

在
中
国
で
造
ら
れ
て
い
る
。
仮
に
今
後
、太
陽
光
パ
ネ
ル
に
限
ら
ず
、

そ
の
他
の
低
炭
素
・
脱
炭
素
関
連
商
材
や
中
核
技
術
に
お
い
て
も
中

国
へ
の
依
存
度
が
い
っ
そ
う
高
ま
る
こ
と
に
な
れ
ば
、「
グ
リ
ー
ン

な
一
帯
一
路
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
乗
っ
て
そ
の
勢
い
は
増
幅
さ

れ
、
中
国
の
地
政
学
的
な
優
位
性
も
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
る
べ
き

だ
ろ
う
。

　

特
に
中
国
は
電
気
自
動
車
や
風
力
発
電
機
な
ど
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
の
中
心
と
な
る
分
野
で
、
基
幹
部
品
で
あ
る
モ
ー
タ
ー
の

製
造
に
必
要
な
レ
ア
ア
ー
ス
の
大
半
を
供
給
し
て
い
る
。
中
国
産
レ

ア
ア
ー
ス
は
、
二
〇
一
〇
年
に
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
り
日
中
間
で
摩
擦

が
起
き
た
際
に
外
交
カ
ー
ド
と
し
て
切
ら
れ
、
日
本
へ
の
輸
出
が
停

止
し
た
。
そ
の
後
日
本
は
、
レ
ア
ア
ー
ス
を
使
わ
な
い
技
術
の
開
発

や
産
地
の
切
り
替
え
な
ど
に
よ
っ
て
対
中
国
依
存
度
の
低
減
を
図
っ

た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
が
こ
う
し
た
懸
念
を
抱
い
て
い

る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

だ
が
、
低
炭
素
技
術
は
今
や
各
国
が
競
っ
て
開
発
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
排
出
さ
れ
た
二
酸
化
炭
素
を
回
収
し
地
中
に
貯
留
あ

る
い
は
再
利
用
す
る
技
術
や
水
素
、
宇
宙
太
陽
光
発
電
な
ど
の
先
端

技
術
の
研
究
開
発
を
促
す
た
め
に
は
、
開
発
資
金
の
取
得
、
関
係
基

準
の
策
定
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
に
重
要
と
な
る
原
料
の
把

握
な
ど
を
は
じ
め
、
先
々
を
見
通
し
た
緻
密
な
戦
略
を
立
て
て
臨
む

必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
各
国
は
排
出
削
減
の
数
値
目
標
を
徐
々
に
高
め
て
お

り
、「
ト
ッ
プ
へ
の
競
争
（Race to the top

）」
と
い
う
べ
き
現

象
が
Ｅ
Ｕ
、ア
メ
リ
カ
の
リ
ー
ド
に
よ
っ
て
起
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、

Ｅ
Ｕ
は
製
品
の
生
産
過
程
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
に
応
じ
て

課
さ
れ
る
「
国
境
炭
素
税
」
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
産
業
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
て
か
か
る
圧
力
か
ら
は
、
日
本
も
逃
れ
ら

れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
低
炭
素
・
脱
炭
素
を
取
り
巻
く
現
状
は
、
日

本
に
と
っ
て
は
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
が
、
同
時
に

産
業
・
外
交
に
と
っ
て
大
き
な
挑
戦
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
●




